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持続可能性が危ぶまれる中山間地域
＜例：京都市京北地域＞
• 人口は5年間で14.8％減少
• 少子・高齢化が進む
• 産業（林業）の停滞

6,257 
5,633 5,127 

4,368 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

17国調 22国調 27国調 R2.7.1推計

京都京北未来かがやきビジョン推進会議資料

京北地域の人口推移

平成27年「京都京北未来
かがやきビジョン」策定



～世界の京都の強みを徹底的に活かしきる～
京都には，歴史力，文化力，大学力，ものづくり力，

観光力，宗教力，食文化力等々，そして何よりもそれら
を支える地域力，人間力などさまざまな「力」があり，
世界の京都の強みとなっています。そして，京北地域は，
豊かな自然に恵まれた中山間地域でありながら，京都市
の都市部まで車で４０分の近距離に位置します。
このような世界の京都の強みを徹底的に活かしきり，

雇用，住まい，子育てなどの施策を展開できることは他
都市には類を見ない大きな魅力です。
この京北地域のまちづくりにより，京北地域と都市部

が相互補完し，京都市全体の更なる発展につながること
が期待されます。（「京都京北未来かがやきビジョ
ン」）
豊かな自然と充実したインフラ環境を最大限活用し，

コロナ以降の中山間地域への評価の高まりや多様な働き
方等の動きを十分に捉え，京北地域の活性化の流れを確
かなものとしてまいります。
（2020年11月10日前回シンポジウムにおける
京北出張所長 大東氏のご発表スライドより）

50年・100年後に向けた
持続可能な中山間地域の実現を目指して
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市街地・中山間地域の連携を促進する新インフラ（IOT、テレワーク、多様な労働・生活形態）

地域循環共生圏イメージ（例）

一次産業や地
域振興とも連
携した統合的
な取組が必要



京北地域住民の方との取組・検討

一次産業や地域振興とも連携した統合的な取組が必要

↓

京都大学、京都超SDGsコンソーシアム※としての取組

• 地域住民や関係者との事業展開に向けた関係性構築や情
報収集

• 京都京北未来かがやきビジョン推進会議WSの運営
（2020年度計4回ほか）⇒住民目線での循環政策への意
見等の徴収

• 地域ニュースレターの発行

• 京都京北小中学校におけるSDGs・環境教育実施支援

• 京北地域の全世帯を対象としたアンケート調査の実施
※京都市・京都大学・リコー・JT・安田産業・ecommit・ソフトバンク・セブン＆ア
イ・ホールディングス・三洋化成工業・日本マクドナルド・エフピコほか



地域住民や関係者との事業展開に向け
た関係性構築や情報収集

• 京北地域における家庭ごみ発生状
況及び処理に関する特徴の把握

• 京北地域で段ボールコンポスト等
に挑戦する市民団体との交流

• 京北・美山地域から京都市内への
有機農作物流通ルート構築に取り
組む団体や、農業者との交流

• エコツーリズムなど、美山とも連
携した取組事例の把握

京都オーガ
ニックアク
ション協議
会

地域の人的資源



京都京北未来かがやきビジョン推進会議WS

地域の想い

第１回
2020.10.09

第２回
2020.11.12

京北の今と、
未来について
のキーワード
抽出

4テーマで未来に
ついて議論
◆創造的なつながり
＆場づくり

◆働き方
◆子育て
◆ライフ
スタイル

第３回
2020.12.15

4テーマについて
未来の実現に向け
てスタートを切るた
めの議論
→農林業、ジビエ、
空家対策、移住、
教育などについ
て様々な策

第４回
2021.3.XX



地域ニュースレターの発行（1＆2号）



京都京北小中学校における
SDGs・環境教育実施支援

• 8年生（中2）ふるさと未来科・総合学習の時間
• 2021年2月19日に、地域の方々等に向けて発表＆交流

教育を通じた地域の団結



京北地域の全世帯を対象とした
アンケート調査の実施

• 森林に関する意識・行動を中心に、全世帯（2,029）を
対象に実施し、374件回収（武田裕希子さん修論）

• 結果の例： ゆれる地域の価値観



（続き）京北地域の全世帯を対象とした
アンケート調査の実施

共通の目的に向けて



（続き）京北地域の全世帯を対象とした
アンケート調査の実施

重要なプレーヤーの確認



南丹市川辺振興会（おいでーなかわべ）のパッションフルーツ栽培

• 遊休農地の活用
• 人を集められる要素
• 収益にもつながる

• 栽培が簡単（露地栽培可）
• 栽培管理が容易（下草管理、施肥管理が楽）
• 開花時の花が綺麗で人目を引く（美観形成）
• 利用用途が広く付加価値が高い（高付加価値）

開花（時計草） 成熟 収穫 ソーダ割り他バターに混
ぜるなど利用用途は様々

• 令和２年10月より川辺地区エコ農園で栽培を開始

旧カンポリサイクルプラザ横のエコ農園で10月に挿し木を行い、育苗を開始、現在順調に生育
中、春に植付予定

【参考】取組の萌芽（例）



（続き）南丹市川辺振興会のパッションフルーツ栽培

• パッションフルーツの栽培適温は10
～40℃

• 育苗期には10℃を下回らないように
留意しなくてはならない。

• 温室の温度管理を容易に出来ないか
• 温室の加温を再生可能エネルギーで

賄えないか
• 肥料など、栽培時の付加要素も欲し

い

農業コミュニティ単位での小型バイオガス化設備導入検討への展開

小型バイオガス化設備の例：処理量500～1,000kg/日のコンパクトバイオガス化施設

ディスポーザ型
生ごみ投入設備

生ごみ
分別

ガスホルダー一体型
メタン発酵装置

発 電

温 水
(発酵槽の加温)

温室加温に

消化液 施肥に

地域ニーズに合わせた農業コミュニティでの小地域循環圏の形成から

南丹市園部観測所の2020年気温変化



主に京都市京北地域における
今後の取組（実践）に向けて
（京都超SDGsコンソーシアムが中心の取組）

• 地域住民や関係者との事業展開に向けた関係性構築等の
継続：活動の拠点整備等を含む

• 京都京北小中学校におけるSDGs・環境教育の発展：北桑
田高校・京都大学・全国リーダーとの連携、地域循環共
生圏に関する実践的学び

• 地域循環共生圏構築に向けた取組へ

○食品ロス削減キャンペーン

○食品ごみ循環システム構築（FS）

○1次産業（農林漁業）や「新たな暮らし方」「重要なプ
レーヤー」との連携モデル構築（FS）

→ローカルSDGsモデルとしての10次産業化＝1：原料生産

＋2：加工＋3：流通・販売＋4：循環・教育・共生


